
図 1  薄液層厚さと過熱液相厚さの関係 
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図 2  改良相関式による結果との比較 
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RIA 時の沸騰遷移に関する研究（高温待機時 RIA） 

（7）試験データに基づく CHF 相関式の作成及び検証 
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(7) Development and Verification of a CHF Correlation for Hot Standby RIA 
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高温待機時 RIA 模擬 CHF 試験データに基づき，CHF に至る物理過程を機構論的にモデル化した CHF 相

関式を作成した。相関式による CHF評価結果は，不確かさ±20 %の範囲で実測値と一致することを確認し

た。また，実機適用条件の試験範囲においては，相関式が実測値をやや保守的に評価することを確認した。 
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1. 緒言 

RIA 解析においてボイド反応度フィードバック効果を考慮す

るためには，CHF モデルについて従来のモデルよりも物理過程

を考慮した説明性の高いモデルが必要である。本報告では高温

待機時RIAを模擬したCHF試験データに基づいて作成したCHF

相関式及び試験データに対する妥当性確認結果について示す。 

2. CHF 相関式の作成及び実験データとの比較 

高温待機時 RIA 事象の流動条件から，伝熱面近傍を流れる蒸

気ブランケット下層の薄液層の蒸発を CHF 発生機構とした

Celataモデル[1]を基に CHF相関式を作成した。Celataモデルで

は，蒸気ブランケットの流動条件を同定するモデル及び薄液層

厚さモデルを伴うが，特に薄液層厚さは，RIA模擬 CHF試験デ

ータに対して改良が必要であることを確認したため，高温待機

時を模擬した RIA時 CHF試験データから，薄液相厚さと過熱層

厚さの関係をモデル化し改良した（図 1）。 

作成した CHF相関式について，高温待機時 RIA事象を模擬し

た CHF試験データに対して妥当性確認を実施した。CHF測定値

と計算値を比較した結果を図 2に示すが，作成したモデルはCHF

を±20 %の不確かさ幅で計算することが確認できる。 

3. 結論 

今回作成した CHF相関式により，試験データに対して±20 %

の不確かさで CHFを予測できることを確認した。相関式は CHF 

に至る機構を考慮してモデル化しており，高温待機時 RIA 事象

について，より現実的かつ適度の保守性をもって評価できる見通しが得られた。 
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